
学 会  プ  ロ  グ  ラ  ム
第１会場「メインホール」

9：10 ～ 9：50
　■ 一般演題　外傷・外因

座長／福岡大学医学部　救命救急医学　仲村　佳彦
産業医科大学　救急・集中治療医学講座　二瓶　俊一

10：10 ～ 11：10
　■ 特別講演

座長／健和会大手町病院　徳田　隼人

11：35 ～ 12：35
　■ ランチョンセミナー１	 共催：旭化成ゾールメディカル株式会社

座長／健和会大手町病院救急科・救急救命九州研修所　畑中　哲生

11：10 ～ 11：20
　■ 総会

A-01　　�原因不明の意識障害と血液ガス分析上の異常からエチレングリコール中毒を診断し、
救命できた 1 例

健和会大手町病院　救急科　菊田　亮平

A-02　　外傷性頚髄損傷治療の現状と課題
久留米大学病院　高度救命救急センター　後藤　雅史

A-03　　痙攣重積で救急搬送中に脈あり心室頻拍を発症した熱中症疑いの 1 例
健和会大手町病院　楠　　智華

A-04　　薬物大量内服により多形心室頻拍をきたした 1 例
福岡新水巻病院　救急科　上妻　謙介

救急車を断らない体制のために、多職種連携ができること
　〜救急車を 1 万台受け入れる 2 施設からの視点〜

板橋中央総合病院集中治療科　三反田拓志

いまこそ、病院前心肺蘇生を変えるとき　～病院前 ROSC を目指す最高の PDCA サイクル～
済生会宇都宮病院　栃木県救命救急センター　藤田　健亮

12：45 ～ 14：15
　■ 救急隊部会セミナー

座長／春日・大野城・那珂川消防組合消防本部　日永田　広

やる気を引き出す魔法の言葉
トレーナーズスクエア株式会社　代表取締役社長　岩崎　由純
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14：20 ～ 15：50
　■ シンポジウム１　断らない救急〜地域のすべての人たちとの連携〜「入口問題」

座長／健和会大手町病院　古城　　都
中間市消防本部　警防課　永尾　貴志

15：55 ～ 17：25
　■ シンポジウム２　断らない救急〜地域のすべての人たちとの連携〜「出口問題」

座長／健和会大手町病院　三宅　　亮
介護老人福祉施設　足原のぞみ苑　村井　智光

S1- 報告　アンケート結果報告
健和会大手町病院　医療相談・医療福祉連携部　毛利　　愛

S1-01　　救急搬送困難の状況、今後の取り組み
北九州市消防局　警防課　立岩　義幸

S1-02　　夜間・休日急患センターの果たす役割とこれからについて
北九州市役所　政策局政策部　木村　　亮

S1-03　　地方救急病院の急患受け入れに関する問題点
宗像水光会総合病院　堀　　英嗣

S1-04　　中規模救急病院の急患受入マネージメント
健和会大手町病院　中橋　厚子

S1-05　　湘南鎌倉総合病院　救急総合診療科の体制、救急調整室について
湘南鎌倉総合病院　救急調整室　作田　翔平

S2-01　　急性期病院の入退院管理
健和会大手町病院　岩下　由香

S2-02　　慢性期・回復期病院における高齢者救急と下り搬送
社会福祉法人小倉新栄会　新栄会病院　永田　雅治

S2-03　　その人らしい在宅生活支援に向けて～地域に根ざした施設として～
医療法人共和会　介護老人保健施設　伸寿苑　相談支援課　牛島　寛文

S2-04　　在宅医から考える病診連携
健和会町上津役診療所　川本　京子

S2-05　　北九州医療・介護連携プロジェクト
北九州市役所　政策局政策部　木村　　亮
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14：25 ～ 15：15
　■ 一般演題　救護・搬送１

座長／救急救命九州研修所　田口　健蔵
社会医療法人共愛会　戸畑共立病院　佐藤　英博

15：20 ～ 16：10
　■ 一般演題　救護・搬送２

座長／久留米大学内科学講座心臓血管内科部門／久留米大学病院　高度救命救急センター CCU　大塚　麻樹
地方独立行政法人　福岡市立病院機構　福岡市民病院　平川　勝之

9：20 ～ 9：50
　■ 評議員会

B-01　　後膵十二指腸動脈瘤破裂の一例
福岡赤十字病院　救急科　分藤　浩輔

B-02　　脳神経外科単科病院に勤務する救急救命士の現状と展望
医療法人光川会　福岡脳神経外科病院　救急部　後藤　陽菜

B-03　　地域の救急医療における当院の役割と課題
飯塚市立病院　救急部　中村　篤雄

B-04　　ECMO Transport による病院間連携によって救命し得た小児重症インフルエンザ
　　　　肺炎の一例

福岡大学病院救命救急センター　加藤礼次郎

B-05　　A 病院の複数科にわたる日当直体制表作成について
健和会大手町病院　医師団事務課　三浦　純一

B-06　　救急救命士の病院実習における静脈路確保について
北九州市立八幡病院　救命救急センター　井上　征雄

B-07　　高齢化社会・医師の働き方改革の中、救急要請件数の増加を今後救急医療機関
　　　　だけで対応できるか？

独立行政法人国立病院機構　福岡東医療センター　救命救急センター　宇津　秀晃

B-08　　大切な人の命を救いたい〜若年心臓突然死症例からみるバイスタンダー CPR の重要性〜
久留米大学病院　高度救命救急センター　楊井　俊之

B-09　　事前準備した災害処方箋の約束処方による軽傷患者への対応
健和会大手町病院　薬局　後藤　聖史

B-10　　福岡県での Dr.Heli 発展についての展望
久留米大学病院　高度救命救急センター ICU　宮﨑　允宏

第 2 会場「11 会議室」
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9：10 ～ 10：00
　■ 一般演題　看護１

座長／独立行政法人労働者健康安全機構九州労災病院　田中　総子
地方独立行政法人北九州市立病院機構　北九州市立八幡病院　角田　直也

12：45 ～ 14：45
　■ 看護部研修会

座長／九州大学病院　救命救急センター　桑田　睦子
健和会大手町病院　原　　舞子

C-01　　A 専門学校における看護学生の災害に対する意識調査の第 1 報
九州医療スポーツ専門学校　看護学科　橋本　真美

C-02　　令和 6 年能登半島地震における DMAT 出動を経験して
健和会大手町病院　臨床工学部　亘　　誠司

C-03　　能登半島地震におけるドクターヘリ本部の役割を経験して ―DMAT 活動報告―
久留米大学病院　高度救命救急センター　樺嶋晋一郎

C-04　　救急外来看護師の重症外傷対応に関する不安軽減へ向けたシミュレーションの効果
地方独立法人大牟田市立病院　永松　聡美

C-05　　救急病棟、HCU 入室患者の低 K 血症（＜ 3.5mEq/L）の現状
社会医療法人　製鉄記念八幡病院　看護部　亀井　理輝

能登半島地震の災害派遣の経験から伝えたい ―つなげる支援とそれぞれの役割―
済生会福岡総合病院　久城　正紀

産業医科大学病院　立石　純子
久留米大学病院　真子　敬史

北九州市立八幡病院　井筒　隆博
福岡大学病院　畑中　聡仁

第３会場「国際会議室」

11：35 ～ 12：35
　■ ランチョンセミナー２ 共催：Integra Japan 株式会社

座長／山口大学医学部　脳神経外科　石原　秀行

神経救急における脳指向型全身管理を深堀してみました
国際医療福祉大学成田病院　脳神経外科　末廣　栄一
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15：45 ～ 16：25
　■ 一般演題　予防救急

座長／飯塚地区消防本部　警防課　藤春　　翔
コメンテーター／飯塚病院　鮎川　勝彦

16：30 ～ 17：20
　■ 一般演題　救急搬送４【救急隊教育】

座長／北九州市消防局　小倉北消防署警防課　野村　　修
コメンテーター／救急救命九州研修所　田口　健蔵

14：50 ～ 15：40
　■ 一般演題　救急搬送２【症例報告】

座長／筑後市消防本部　川口　修治
コメンテーター／公立八女総合病院　齋藤　　裕

C-11　　これからの予防救急～全世代へ向けた SNS による広報～
北九州市消防局　岩本　一志

C-12　　＃７１１９の効果について
みやま市消防本部　松藤　仁哉

C-13　　福祉施設における円滑な救急活動に向けて
糸島市消防本部　髙田啓太郎

C-14　　子どもの事故から見える予防救急について
飯塚地区消防本部　御座岡信介

C-15　　「病院前救護における新生児蘇生のあり方について」
宗像地区消防本部　栁本　祐希

C-06　　自動車部品工場で発生した化学熱傷症例を経験して見えた課題
　　　　　〜医療機関との連携強化を図るために〜

北九州市消防局　武田　暖生

C-07　　屋外工事現場（一般住宅）における電撃症（傷）事案の考察
福岡市消防局　谷　　直樹

C-08　　Phase ごとの情報や観察所見から総合的な判断・活動が求められた症例について
北九州市消防局　松下　卯立

C-09　　小児重症疾患における迅速かつ適切な対応の要諦と課題
宗像地区消防本部　森山　雄太

C-10　　大動脈解離を発症し、眼前 CPA に陥った傷病者を救命した症例について
北九州市消防局　梶原　竜磨
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C-16　　二次元コードを活用した効果的な学習方法について
福岡市消防局　白石　大祐

C-17　　救急車同乗指導（OJT）の始動そこから見えた課題について
北九州市消防局　村田　晋悟

C-18　　事後検証をどう活かすか
福岡市消防局　藤川　　祐

C-19　　「救急隊のスキルアップ」に「追跡調査と検証を活かす」
田川地区消防本部　山本　　巧
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9：10 ～ 10：00
　■ 一般演題　中枢神経・病態

座長／九州大学病院　救命救急センター　生野　雄二
小倉記念病院　救急部　中島　　研

12：45 ～ 13：35
　■ 一般演題　総合１

座長／北九州市立八幡病院　救急科　救命救急センター　井上　征雄
飯塚市立病院　救急科　中村　篤雄

D-01　　被殻出血に類似した画像所見を呈した悪性リンパ腫の一例
福岡市民病院　臨床研修医　田中　雅博

D-02　　前医 MRI で慢性硬膜下血腫の診断で搬送された脳梗塞・症候性てんかんの 1 例
福岡記念病院　救急・集中治療科　森田　大智

D-03　　重症頭部外傷に対してバルビツレート療法が功を奏した 1 例
久留米大学病院臨床研修センター　丸岡　浩也

D-04　　心機能低下を合併した右中大脳動脈梗塞の小児例
九州大学病院　救命救急センター　河野　　淳

D-05　　当院の脳振盪症例からわかる健忘についての検討
　　　　A study of amnesia in brain concussion cases at out hospital

健和会大手町病院　脳神経外科　藤山　雄一

D-06　　両側同時自然気胸の１例

新小文字病院　臨床初期研修医　福島　僚太
D-07　　心不全の原因を解明できた 1 例

新小文字病院　研修医　河津　塔哉

D-08　　尿管ステント留置後に敗血症性ショックをきたした閉塞性尿路感染症の 3 例
健和会大手町病院　救急科　大瀧　郁香

D-09　　前胸部に生じた劇症型溶血性レンサ球菌感染症の１例
福岡県済生会福岡総合病院　救命救急センター　改田　祐紀

第４会場「21 会議室」

11：35 ～ 12：35
　■ ランチョンセミナー３	 共催：株式会社ツムラ

座長／健和会大手町病院　西中　徳治

外傷治療における漢方薬
平田ペインクリニック　平田　道彦
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D-10　　�初療で蜂窩織炎と診断したが、入院後の複視や CPK の上昇からマムシ咬傷と診断でき
た 1 例

公益財団法人健和会　健和会大手町病院　佐藤　博亮

13：35 ～ 14：25
　■ 一般演題　総合２

座長／独立行政法人国立病院機構　福岡東医療センター 　救命救急センター　宇津　秀晃
北九州市立医療センター　救急科　鍋田　祐介

14：25 ～ 15：15
　■ 一般演題　救急搬送１【環境の変化】

座長／福岡市消防局　博多消防署警備課　救急係　田原　　啓
コメンテーター／福岡市民病院　救急科　小野　雄一

D-11　　鼠径ヘルニアとの鑑別を要し、停留精巣捻転の診断に至った一例
福岡徳洲会病院救急科　津代　　海

D-12　　妊娠高血圧症候群患者においても Shock index 1.0 以上が産後危機的出血の
　　　　早期警告サインである

健和会大手町病院　産婦人科　森　　博士

D-13　　当院で経験した盲腸捻転 3 例
公立学校共済組合　九州中央病院　救急部　前原伸一郎

D-14　　救急医の未来予想図〜女性医師の立場から〜
久留米大学病院　高度救命救急センター CCU　　　　　　

久留米大学医学部内科学講座心臓・血管内科部門　大塚　麻樹

D-15　　2 次救急病院における病院救急救命士の役割と課題
飯塚市立病院　救急部 / 飯塚市立病院　医療技術部　村井　亮太

D-16　　平日日勤帯の転院搬送に特化した、日勤救急隊の運用について
粕屋南部消防組合消防本部　日田　直孝

D-17　　救急救命士に対する労務管理の取り組みと今後の課題について
柳川市消防本部　本村　拓人

D-18　　搬送先病院との連携により救命できた難治性 VF の長距離搬送症例
甘木・朝倉消防本部　金子　幸夫

D-19　　医師派遣型救急ワークステーションの取り組みについて
　　　　　～運用開始から 5 年が経過した現在～

苅田町消防本部　前原　健吾

D-20　　デリバリーバッグを活用した救急活動の取り組みについて
北九州市消防局　中尾　貴浩
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15：20 ～ 16：10
　■ 一般演題　救急搬送３【統計調査】

座長／糸島市消防本部　仲西　靖之
コメンテーター／福岡大学病院　救命救急センター　村西謙太郎

16：15 ～ 17：05
　■ 一般演題　看護２

座長／小倉記念病院　藤崎　隆志
製鉄記念八幡病院　山口　和子

D-21　　「適切な医療機関を受診してもらうために」
京築広域圏消防本部　吉岡　優宏

D-22　　救急活動記録票の統計データ解析による大動脈解離症例の鑑別の可能性
北九州市消防局　畑　　宏樹

D-23　　日本における機械的胸骨圧迫の展望
粕屋北部消防本部　山口　真平

D-24　　バイスタンダーと ROSC 率の関係性
北九州市消防局　古川　拓矢

D-25　　リアルタイムフィードバック機能を用いた良質な胸骨圧迫の実現にむけて
　　　　　～胸骨圧迫環境が及ぼす質への影響～

久留米広域消防本部　鹿児島孝平

D-26　　口頭指示によるインシデント削減への取り組みについて
新小文字病院外来 ER 看護師　石丸　真矢

D-27　　人工呼吸器装着患者の鎮痛鎮静管理の取り組み
千鳥橋病院　椛島　久恵

D-28　　救急搬送された脳梗塞患者の機械的血栓回収療法における
　　　　door-to-puncture time 短縮への取り組み

地方独立行政法人大牟田市立病院　野上　由佳

D-29　　「特定行為看護室」の新設～働き方改革の中、さらに高度な医療を提供する！～
福岡県済生会福岡総合病院　三山　麻弓

D-30　　クリティカルケア領域での特定行為実践の現状と課題
社会医療法人　陽明会　小波瀬病院　小川　奈奈
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